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多文化共生、消費生活相談、風雅のまちづくり

皆さん、こんにちは！
これが私の最後のコラムになります！
長浜へ来て３年、そしてこのコラムに書き始めて

から２年がたちました。
この３年間を振り返ってみると、いろいろなこと

がありました。
国際交流員として、ＺＴＶでのポルトガル語講座、

料理教室、人権学習会の講師、出前講座などに従事
し、私生活では曳山祭り、長浜きもの大園遊会への
参加などいろいろなことを経験することができまし
た。
私にとっては初めてのことばかりで戸惑うことも

多かったのですが、さまざまな人に助けられたり、
アドバイスを受けたりして何とか今までやり遂げる

ことが出来ました。
ポルトガル語講座や料理教室の内容を考えるとき

はいつも大変だったのですが、その反面とても面白
かったです。「どんな言葉を教えれば良いのだろう？」
「この料理は日本人の口に合うのだろうか？」など、
初めは戸惑いや不安も多くありましたが、視聴者や
参加者が楽しんでもらえた事がわかれば私はそれだ
けでうれしく思いました。
いろいろなことがありましたが、皆さんのおかげ

でとても有意義な３年間を送ることが出来ました。
本当にありがとうございました。

ワンポイントポルトガル語講座：

Boa
ボ ア

sorte
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→グッド・ラック（幸運を祈ります）

長浜市国際交流員
ロザリ－ナ

３年間ありがとうございました

消費生活相談コーナー 消費生活相談コーナー 

■問 環境保全課 消費生活相談窓口
（7６５－６５６７、FAX６５－６５７１）

消費生活相談窓口に、原状回復・契約の解除・
契約更新・敷金礼金の返金に関する相談が多く
寄せられています。

トラブルに遭わないために！！
○入居の時に確認しておくこと
・部屋を決めるときは、間取り、日当たり、近隣の状
態について（平日と休日の違いなど）

・近隣の人や自治会の加入条件について
・部屋の状態について（目立った傷などがあれば写真
を残しておくと良いでしょう）

○注意点
・退去するとき、どのくらい前に申し出をしなくては
ならないのか

・敷金を返金してくれるのかどうか
・原状回復はどの程度までしなければいけないのか
（畳替え・壁紙の張り替え・鍵の交換）
○退去時のクリーニング代
・特約で契約しておくと支払い義務があります

※入居する時にあわてて契約せずに、わからないこと
があったら納得いくまで説明してもらっていない
と、あとあとトラブルの原因になるので気をつけま
しょう。また、原状回復については国土交通省のガ
イドラインを参考にしてください。

ブラジル料理教室の様子▲

国民年金、市長コラム

日本唯一の盆栽美術館研究員、造園学の権威が長浜
で語る！
【日　時】３月19日(土) 13時30分～17時
【定　員】200人　※申込必要
【参加費】無料
【内　容】
＜講演＞
①演題：「植木屋のまちづくり」
講師：平野 恵氏

(さいたま市大宮盆栽美術館主任学芸員)
②演題：「卓上の風雅ーヨーロッパ貴族の鉢植えの味ー」
講師：ウィーベ・カウテルト氏　

(ソウル国立大学教授)
③演題：「都市景観と植栽」
講師：白幡 洋三郎氏

(国際日本文化研究センター教授)
＜パネル討論＞
テーマ：「植栽文化と風雅のまちづくり」
パネラー：平野 恵氏、ウィーベ・カウテルト氏、白幡

洋三郎氏、清水義康氏（長浜観光協会次長）

～植栽文化と風雅のまちづくり～

■申 新市政推進戦略課(7６５―６５０５、Ｅメー
ル：senryaku@city.nagahama.lg.jp)

京都大学連携まちづくり事業
第２回「庭とコミュニティー」シンポジウム
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※至誠通天
誠を尽くせば天が
味方してくれること

▲寸劇で診察の様子を紹介する職員

国 民 年 金 か ら の 知 せお ら

学生納付特例を受けられている人へ
平成22年度において学生納付特例制度により、保険料納

付を猶予されている人で、平成23年度も引き続き在学予定
の人へ、３月下旬に基礎年金番号等の印字されたハガキ形式
の学生納付特例申請書が送付されます。同一の学校に在学す
る場合は、このハガキに必要最小限の記載事項を記入するだ
けで申請ができます。この場合は、在学証明書又は学生証は
不要です。
１月以降に申請をされた人は、承認の時期によりハガキが

送付されない場合があります。４月になっても届かないとき
は、在学証明書又は学生証と年金手帳、印鑑をお持ちのうえ
市保険医療課又は各支所福祉生活課で申請の手続きをしてく
ださい。
また、平成23年度は学生納付特例制度を利用せず、保険

料の納付を希望される場合は納付書を送付しますので、お手
数ですが彦根年金事務所にご連絡ください。

一日年金相談所の開設
年金事務所では、次の日程で一日

年金相談所（予約制）を開催します。
【日　程】３月17日（木）
【会　場】長浜市社会福祉協議会

（高田町）
【相談時間】10時から16時まで
【申込方法】平日の８時30分から17時

15分までに、次の予約専
用電話でお申し込みくださ
い。予約は各相談日の１か
月前から受付します。

【予約専用電話】
彦根年金事務所
０７４９－２３－５４８９
※この電話では予約以外のご用件は
お受けできません。

■問 彦根年金事務所 国民年金課(7０７４９－２３－１１１４)
市保険医療課 国保・年金グループ(7６５－６５１６)

■問 彦根年金事務所 お客様相談室
（7０７４９－２３－１１１６）


